
令和元年度半田市特別会計決算概要 

〇 中小企業従業員退職金等福祉共済事業特別会計                （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

中小企業従業員退職金等 

福祉共済事業特別会計 
914,899,000 899,664,040 899,664,040 0

〇 乙川中部土地区画整理事業特別会計                     （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

乙川中部土地区画整理 

事業特別会計 
1,238,058,000 855,794,259 747,573,719 108,220,540

乙川中部土地区画整理事業特別会計の歳出決算額は 747,574千円（前年度 679,962千円）で、

67,612千円 9.9％の増である。主な事業内容は、仮換地先となる宅地造成、道路整備などで、これ

により、事業の進捗率は90.9％となった。 

〇 ＪＲ半田駅前土地区画整理事業特別会計                   （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

ＪＲ半田駅前土地区画 

整理事業特別会計 
721,093,349 711,344,340 698,781,666 12,562,674

 ＪＲ半田駅前土地区画整理事業特別会計の歳出決算額は 698,782 千円（前年度 227,249 千円）

で、471,533 千円 207.5％の増である。主な事業内容は、ＪＲ半田駅前土地区画整理事業調査業務委

託等（10 件）71,322 千円、土地区画整理事業用地取得（4,095.06 ㎡）534,997 千円、物件移転補償

（10 件）38,412 千円などで、これにより、事業の進捗率は 20.0％となった。 

〇 学校給食特別会計                             （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

学校給食特別会計 460,228,000 428,331,597 426,766,516 1,565,081

〇 黒石墓地事業特別会計                            （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

黒石墓地事業特別会計 7,885,000 8,100,000 7,884,933 215,067



〇 駐車場事業特別会計                            （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

駐車場事業特別会計 39,136,000 36,934,361 36,934,361 0

〇 モーターボート競走事業特別会計                      （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競走事業特別会計 5,104,000 4,438,102 4,438,102 0

〇 国民健康保険事業特別会計                          （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

国民健康保険事業特別会計 10,031,851,000 9,810,132,527 9,762,981,187 47,151,340

国民健康保険事業特別会計の歳入総額は 9,810,132千円（前年度 10,181,604千円）で、前年度比

3.6％の減、歳出総額は 9,762,981千円（前年度 10,151,051千円）で、歳入歳出差引額は 47,151千

円（前年度 30,553千円）の黒字となった。これは、歳入では被保険者数の減少により、国保税総額

が 2,215,840千円（前年度 2,299,112千円）と減となったものの、歳出において保険給付費の総額

が 6,581,734千円（前年度 6,744,259千円）と減となったためなどである。 

〇 介護保険事業特別会計                            （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

介護保険事業特別会計 8,507,960,000 8,462,890,909 8,394,499,280 68,391,629

介護保険事業特別会計の歳入歳出差引額は 68,392千円（前年度 130,826千円）の黒字となったが、

高齢化に伴い要介護（要支援）認定者は令和２年３月末で 4,949人（前年度 4,863人）と増加してお

り、保険給付費総額は 7,729,200千円（前年度 7,370,594千円）で358,604千円 4.9％の増であった。 

〇 後期高齢者医療事業特別会計                        （単位：円） 

会 計 区 分 予 算 額 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 歳入歳出差引額

後期高齢者医療事業 

特別会計 
1,407,403,000 1,389,394,261 1,387,263,173 2,131,088

 後期高齢者医療事業特別会計の歳入歳出差引額は 2,131千円（前年度 2,093千円）の黒字となった

が、高齢化に伴い被保険者数が令和２年３月末で15,061人（前年度 14,636人）と増加しており、愛

知県後期高齢者医療広域連合への納付金は 1,378,498千円（前年度 1,329,578千円）で、48,920千円 

3.7％の増であった。 

令和元年度に中小企業従業員退職金等福祉共済事業特別会計、学校給食特別会計及び黒石墓地事業

特別会計の３特別会計を廃止した。なお、学校給食特別会計は、令和２年度以降引き続き、一般会計

で経理する。 


